









































































































2.9 m）で週 1回行われている療育において，201 X 年 9














（以下 A 児とする）1名であった。生活年齢 7歳 4ヶ月
時にクリニックで実施された新版 K 式発達検査 2001
（生澤・松下・中瀬，2002）の結果は，姿勢・運動領域
3 : 1，認知・適応領域 2 : 10，言語・社会領域 2 : 7，全
















ンで，9.5 cm×9.5 cm であった。大小関係移行テストで




さは，大が 7.7 cm×7.7 cm，小が 2.6 cm×2.6 cm であっ
た。大小関係移行テストで用いた図形の大きさは，大が
14 cm×14 cm，小が 7.7 cm×7.7 cm であった。




ベースライン期 3，介入期 1，ポストテスト 3では，
大小の新幹線の玩具を用いた。玩具の大きさは，大が


















2，ベースライン期 3，介入期 1，ポストテスト 1，ポス

























































































を Figure 2に示した。縦軸は 1セッションにおける正反
応率，横軸はセッション数を示している。
図形カードを比較刺激とした BL 期 1の平均正反応率
は 50％，絵カードを比較刺激とした BL 期 2の平均正












（Busk & Serlin, 1992）については，1.58以上が効果の大
きさ「小」，2.38以上が「中」，2.71以上が「大」という
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